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「「「「核核核核ゴゴゴゴミミミミいいいいららららなななないいいい青青青青森森森森フフフフォォォォーーーーララララムムムム」」」」開開開開催催催催ににににああああたたたたっっっってててて

工場とは名ばかり、核のゴミだけは溜まり続ける

青森県を核のゴミ捨て場にするな！

核のゴミから未来を守る青森県民の会

共同代表 古 村 一 雄

電気事業連合会が青森県と六ヶ所村に、核燃料サイクルの主要施設である再処理、ウラン濃縮、

低レベル放射性廃棄物埋設施設のいわゆる三点セットの立地を要請したのが、１９８４年（昭和５

９年）７月。

奇しくも４０年を経た今年９月、むつ市の使用済核燃料中間貯蔵施設に、東京電力柏崎刈羽原発

から輸送・貯蔵兼用容器（キャスク）１基（使用済核燃料６９体・約１２トン）が運び込まれ、５

０年間“中間貯蔵”するという。搬出先は着工から３１年経ち、２７回も操業延期を繰り返してい

る六ヶ所再処理工場に運ぶのだとも説明した。

強い放射線を発する本物の使用済核燃料を使った、２００７年からの再処理工場の本格的な稼働

実験・アクティブ試験運転では、ガラス溶融炉が糞詰まり事故を起こしたいわくつきの再処理工場

にである。

下北半島が原子力半島と揶揄されるきっかけは、陸奥湾内の大湊港が原子力船「むつ」の母港と

なり、激しい反対運動にもかかわらず出力試験を強行した挙句の果て、１９７４年９月１日放射線

漏れ事故を起こした。ちょうど５０年前の出来事である。船体改修工事後に新たな母港として建設

されたのが、津軽海峡側の関根浜港であり、今回のむつ中間貯蔵施設に使用済核燃料を陸揚げした

岸壁・港である。

原子力に一度でも手を染めると、国・電気事業者は決してあきらめないという証拠である。六ヶ

所村に、東通村に、大間町に核燃料サイクル施設や原発が次々と建設されてきたのである。

立地自治体に支払われるカネは、電源三法交付金や固定資産税、核燃料税だけにとどまらず、政

治献金や匿名の寄付、接待、賄賂など、国と事業者は政治・経済権力、そして国と地方を問わず組

織内議員を総動員して、地域を原子力マネー中毒漬けにしてしまうから恐ろしい。

青森県における核燃料サイクル４０年を振り返ると、国や事業者が「青森県を最終処分地にしな

い」、と約束したところで信用できないことが判る。東通村には原発２０基分の土地８０８ヘクター

ルが、東京電力と東北電力の所有となって管理されている。最終処分場用地に転用されるのではな

いかと疑念は募るばかり。むつ小川原開発用地のためとして先行取得し、核燃料サイクル施設が建

設されてきた事実が頭をよぎる。

これから先の住みよい環境を維持し残していくことは、運動にかかわってきた我々の当然の務め

であると思う。

本フォーラムの開催がこれからの運動の一助になればと念願している。
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「「「「核核核核ゴゴゴゴミミミミいいいいららららなななないいいい青青青青森森森森フフフフォォォォーーーーララララムムムム」」」」ススススケケケケジジジジュュュューーーールルルル

総合司会 三浦雅子（青森県生活協同組合連合会専務理事）

１０：１５ 開会のあいさつ 奥村 榮（核のゴミから未来を守る青森県民の会 共同代表）

１０：２０ 第第第第一一一一部部部部 パパパパネネネネルルルルデデデディィィィススススカカカカッッッッシシシショョョョンンンン そそそそのののの１１１１

テーマ ■核燃料サイクルの破綻・４０年間の検証

■原発・再処理・むつ中間貯蔵は中止の運動

パネラー ・今村 修 （反核実行委員会）

・荒木茂信 （青森県農業者政治連盟）

・菊川慶子 （六ヶ所村花とハーブの里）

・浅石紘爾 （核燃サイクル阻止1万人訴訟原告団）

・赤平勇人 （核燃立地反対連絡会議）

・野坂庸子 （核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会）

１１：４０ 核核核核 のののの ゴゴゴゴ ミミミミ のののの 問問問問 題題題題 提提提提 起起起起

松久保 肇 原子力資料情報室

■「青森県に集中する・核のゴミ政策を問う」

１２：１０ お昼休み

１３：１０ 第第第第二二二二部部部部 おおおおははははななななしししし「「「「おおおおししししどどどどりりりりママママココココ・・・・ケケケケンンンン」」」」

■「福島原発事故、終わっていなでぇ～、地方を馬鹿にするのもええ加減にせぇ」

１４：２０ パパパパネネネネルルルルデデデディィィィススススカカカカッッッッシシシショョョョンンンン そそそそのののの２２２２

テーマ ■みんなの力で、あずましい青森を創ろう！

■「私たちはこんな青森を創りたい」

パネラー ・宮永崇史（弘前大学理工学研究科教授）

・板橋 諒（自遊木民族珈琲・マーケットキャラバン主管）

・平葭健悦（新郷村で自然農）

・石村まゆみ（薪ストーブ屋で林業に携わる）

・哘 清悦 （有限会社みちのく農産代表・青森県農民組合）

・棟方千恵子（生活クラブ生協 理事長）

１５：５０ アピール提案 遠藤順子（六ヶ所村の新しい風）

１５：５５ 閉会あいさつ 阿部一久（核のゴミから未来を守る青森県民の会 共同代表）
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■ホワイエでは・「青森の伝統工芸など作品展示・販売」・「布絵本の紹介など」・反核燃・

反原発のパッチワーク・ポスターの展示・古本投げ銭で・書籍の販売などなど

生活クラブ生協・りんご・農産物加工品・コーヒークッキー（自遊木民族珈琲）他、販売

■フォーラム開会前と昼休み時間に「４０年間の運動」を映像で上映

ホワイエでのブース展示と映像上映・どちらも楽しんで下さい。



第一部

パパパパネネネネルルルルデデデディィィィススススカカカカッッッッシシシショョョョンンンン そそそそのののの１１１１

テテテテーーーーママママ ・・・・核核核核燃燃燃燃料料料料ササササイイイイククククルルルルのののの破破破破綻綻綻綻・・・・４４４４００００年年年年間間間間のののの検検検検証証証証

・・・・原原原原発発発発・・・・再再再再処処処処理理理理・・・・むむむむつつつつ中中中中間間間間貯貯貯貯蔵蔵蔵蔵はははは中中中中止止止止のののの運運運運動動動動

YYYYAAAAMMMM（山内 雅一）

・PEACE LAND・大間マグロック・新丁カフェソウルブランチ運営

（アーテストの企画展・ライブを開催）

・２０１４年から大人も子供も楽しめる舞台音楽を制作するトルホヴォッコ楽団を立ち上げ、

毎年八戸市で公演。コミュニティラジオのパーソナリティなど。

澤澤澤澤井井井井正正正正子子子子（さわいまさこ）：

・東京生まれ。1986年のチェルノブイリ原発事故を契機とした「反原発出前のお店」の活動に参

加し、脱原発の活動を始める。

・1989年ドイツの高レベル放射性廃棄物処分場候補地（当時）ゴアレーベンを訪れ、放射性廃棄

物・プルトニウム問題と向き合う。1992年から原子力資料情報室スタッフとなり、核燃料サイ

クル再処理・放射性廃棄物）問題担当（〜2018）。2012〜13年、国会福島原発事故調査委

員会で協力調査員。2015年オンカロ（フィンランド・高レベル放射性廃棄物処分場）、アッセ、

コンラッド（ドイツ・低レベル処分場）を調査。核燃サイクル阻止1万人訴訟原告団運営委員。

チェルノブイリから３８年、福島から１３年・・・何を見てきたか、そして何を残せるか

麻薬に手を出した青森県 反核運動を振り返る

１１１１．．．．青青青青森森森森県県県県のののの誕誕誕誕生生生生

（１）１６２５年（寛永２年）青森開港

（２）１８７１年（明治４年）９月４日、弘前、黒石、七戸、八戸、斗南、館、で弘前県。

斗南藩広沢安任 八戸藩太田弘城

（３） 同 ９月３０日、弘前県から、青森県に。県庁を青森へ。

野田豁通（ひろみち・熊本藩・２５歳）

（４） 北一山百文 ・富国強兵の掛け声の中、東北は強い兵隊の供給地

２２２２．．．．貧貧貧貧乏乏乏乏県県県県青青青青森森森森県県県県のののの願願願願いいいい 他他他他力力力力本本本本願願願願

（１）１８９０年（年明治２３年）貴族院議員多額納税者議員互選名簿 商人と金貸し

危険な事業を起こすより、安易に金になる道
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ココココーーーーデデデディィィィネネネネーーーータタタターーーー

パネラー

今今今今村村村村 修修修修 （青森県反核実行委員会代表）・青森市市議、県議を経て衆議院議員を一期

・「青森空襲を記録する会」「青森まちかど歴史の庵 奏海」を運営



（２）第一次産業県＝「後進県」の脱却が県政の夢 国の政策に翻弄された

① 戦争直後の緊急開拓

② ジャージ牛の導入（１９５３年以後）

③ むつ製鉄への夢（１９５７年以降）

④ ビート栽培と製糖工場への夢（１９５０年代末～６０年代）

⑤ 一万町歩の開田計画（１９６０年代）

⑥ 原子力船むつ母港設置（１９６７年）

３３３３．．．．原原原原子子子子力力力力船船船船「「「「むむむむつつつつ」」」」母母母母港港港港反反反反対対対対のののの闘闘闘闘いいいい

（１）１９５５年（昭和３０年）１２月、原子力船調査会設立

（２）１９６７年（昭和４２年）７月、母港要請を横浜市が拒否

（３） 同 ９月 むつ市に母港設置を要請

（４） 同 １０月１日 反対大集会をむつ市で開催

（５）１９７３年（昭和４８年）９月 菊池渙治市長誕生

（６）１９８４年（昭和５９年）１月 自民党部会 むつの廃船を決定

４４４４．．．．車車車車力力力力ミミミミササササイイイイルルルル試試試試射射射射場場場場反反反反対対対対のののの闘闘闘闘いいいい

（１）１９７１年（昭和４６年）１１月２８日射場設置 反対同盟結成大会

（２）１９７２年（昭和４７年）１月２７日 設置反対決起集会３０００人

５５５５．．．．巨巨巨巨大大大大開開開開発発発発反反反反対対対対のののの闘闘闘闘いいいい

１９６９年「新全国総合開発計画の構想。青森県の陸奥湾、鹿児島県の志布志湾、高知県の宿

毛湾、徳島県の橘湾、北海道苫小牧東部

（１）１９７０年４月 県が陸奥湾・小川原湖開発室を設置

（２）１９７１年（昭和４６年）３月２５日 むつ小川原開発株式会社設立

３月３１日 財団法人むつ小川原開発公社設立

（３） 同 ８月１４日 県が住民対策要綱と開発構想発表

（４） 同 寺下力三郎村長反対を表明

（５）１９７１年（昭和４６年）１０月１５日むつ小川原開発反対同盟結成

（６）１９７４年（昭和４９年）オイルショック 工業開発破綻

（７）１９７９年（昭和５４年）１０月第２次オイルショック、国家石油備蓄基地の建設決定

（８）１９８４年７月 県に電事連が核燃料サイクル施設立地要請

（９）１９８５年４月 県が受け入れを回答 「付」として追加

(10）１９９８年１２月 むつ小川原開発（株）約２，３００億円の借金。元利金支払い棚上げ
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６６６６．．．．核核核核燃燃燃燃料料料料ササササイイイイククククルルルル基基基基地地地地反反反反対対対対のののの闘闘闘闘いいいい ・・・・工工工工業業業業開開開開発発発発のののの夢夢夢夢破破破破れれれれ麻麻麻麻薬薬薬薬にににに手手手手をををを出出出出すすすす

（１）１９８４年（昭和５９年）３月 青森県反核実行委員会結成

（２）１９８４年（昭和５９年）７月２７日電事連が核燃料サイクル施設立地要請

①ウラン濃縮工場 ②低レベル貯蔵施設 ③再処理工場

（３）１９８５年（昭和６０年）４月 ９日 県議会全員協議会で受入決定

同 ４月１７日 基本計画「付」策定

同 ４月１８日 協力要請受諾

（４） 同 ５月１０日 県民投票条例直接請求

２８日 県議会条例案を否決

（５）１９８６年（昭和６１年）４月２６日 チェルノブイリ原発事故

（６）１９８９年（昭和６４年）４月 ９日 六ヶ所村で12,000人集会

（７） 同 ７月１３日 一万人訴訟原告団 濃縮事業許可取り消し訴訟

（８） 同 ２３日 参議院選挙 三上隆雄３５万票で圧勝１９９０年

（平（９）１９９０年（平成2年）5月29日～6月11日 イギリス、ドイツ、フランス視察

（10）１９９１年（平成３年）２月３日 知事選挙 金澤茂善戦。247,929票。７万８千票差

（11）１９９３年（平成５年）４月２８日 再処理工場着工

（12）１９９５年（平成７年）高速増殖炉もんじゅナトリウム漏れ事故

（13）２０００年（平成１２年）８月４日 新むつ小川原（株）設立

７７７７．．．．チチチチェェェェルルルルノノノノブブブブイイイイリリリリ原原原原発発発発事事事事故故故故

（１）１９８６年（昭和６１年）４月２６日 チェルノブイリ原発事故発生

（２）１９９６年（平成８年）７月３１日～８月１１日第一次チェルノブイリ原発事故支援と視察

８８８８．．．．東東東東通通通通原原原原発発発発反反反反対対対対のののの闘闘闘闘いいいい

（１）１９６５年（昭和４０年）５月 東通村議会が原発誘致を決議

（２） 同 １０月 県議会 誘致の請願を採択

（３）１９７４年（昭和４９年）６月 原発反対で「白糠地区海を守る会結成」

（４）１９７５年（昭和５０年）１月 白糠地区海を守る会原発反対で村長申入れ

９９９９．．．．大大大大間間間間原原原原発発発発反反反反対対対対のののの闘闘闘闘いいいい

（１）１９７６年（昭和５１年）４月 大間町商工会が町議会に環境調査を請願

（２）１９７６年（昭和５１年）６月２０日 誘致反対決起集会、大間町３００人

（３）１９８２年（昭和５７年）８月 電源開発事業主体、新型転換炉実証炉

（４）１９８４年（昭和５９年）12月 大間町議会が誘致を決議

（５）１９８５年（昭和６０年）８月 改良型沸騰水型軽水炉（ABWR）に変更

（６）１９８６年（昭和６１年）１２月２日 土地を売らない会結成

（７）１９９７年（平成９年）４月８日 大間原発に反対する地主の会結成

１１１１００００．．．．福福福福島島島島のののの原原原原発発発発事事事事故故故故とととと安安安安全全全全神神神神話話話話のののの崩崩崩崩壊壊壊壊

（１）施設の安全対策

（２）活断層と地震・津波対策

（３）住民の避難計画

（４）放射能の垂れ流し

（５）廃棄物の処理
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１１１１１１１１．．．．県税収入の２１．９％もの核燃料物質等取引税 ２３９億円（平成６年度予算）

平成６年度一般会計歳入総額 ７,０２２億円、県税収入１,４９５億円

１１１１２２２２．．．．人と核は共存できない。つくり出すプルトニウムの半減期２万４千年

脱原発社会の実現 人間・環境にやさしいエネギーでの発電 使用電力の削減

１１１１３３３３．．．．如何に闘いを継続させるか、 小さくとも活動を継続する 連携する

私が再処理工場の反対運動に関わりを持ったきっかけ

はサラリーマン生活を辞めて農業に従事してからでした。

その時既に再処理工場の誘致を決めた後で、その後の運

動の推移は多くの方たちがご存じの通りであります。

そもそも、その当時と同じ様な反対運動をして来たに

もかかわらず、今の反対運動が衰退してきた事を他分野

に渡って検証しなければならないと思います。

わたしたち農業者は農協中央会を中心とした再処理

工場反対運動を展開してきましたが、気が付けば邪魔

はしないものの支援も先細りしてきたことが人員の膠

着化を生み、スパイラルに陥ってきました。

いずれにしても組織的な活動に問題はなかったのか

といえば、結果として外側から見れば結構敷居が高い

事が、知らず知らずのうちに構成員不足に至ってきた

のだろうとおもいます。

これまでの経緯を踏まえれば、今までの活動とは別

に周囲にもっとわかりやすく情報を伝える手段を思考し

なければならないと思います。運動の性格上極めて専門

的で分かり辛いのが問題ですが、何としてもクリアしなければ次の展開が無くなるとさえ思えます。

環境的には幸運にも日本原燃はこれまで呆れるほどの竣工延期を繰り返してきましたが、これは

私たちの反対運動が功を奏したわけではなくて、単純に事業者側の未熟な技術と意識薄弱さによる

ものであります。

逆に捉えるなら、反対者側の意見を最初から取り入れて、再処理事業を推進してきたならば、今

頃はしっかりと操業していたかもしれないと思うとぞっとする。

再処理工場建設当初の頃、補助電源の必要性を訴えていましたが、必要ないの一転張りでしたが、

今気が付けば、自分たちの発案で付けました調で正々堂々テレビの宣伝の具にしているのには驚い

た。厚顔無恥とは言うが差恥心くらい持ち合わせてほしいものだ。

先般、むつ市にある核燃料中間貯蔵施設に使用済み核燃料は五十年後に搬出するらしい。予定で

はその時操業しているはずの再処理工場らしいが、ひいき目に見ても分かっていることは青森県か
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ら出ていかないということである。

事業者側はよく例え話を引き合いに出すが、流石に五十年後に誰かが借りた金を返すので、金を

貸してくれと言って貸す銀行があるのかね。このことと全く同じ内容のことをよくも図図しく言い

出したものだとあきれてしまった。

私たち農業者は農地があってこその職業で、その土地から離れることはありえない。食料を生産

する農地は当然キレイでなければなりません。農地を守ることは命を守ることであり、このことは

未来永劫引き継がれていくべき必須条件ですから、最悪の環境汚染を引き起こす原発や再処理工場

を許すわけにはいかない。
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菊菊菊菊川川川川 慶慶慶慶子子子子（六ケ所村花とハーブの里）

【プロフィール】 ・１９４８年六ケ所生 ３歳から六ヶ所で育つ。

・三沢第一中学校を経て、集団就職

・１９９０年帰郷。１９９４年からチューリップ祭りを１

今はルバーブ栽培。

・２００６年「六ヶ所村ラプソディー」（鎌仲ひとみ監督）

に主要人物の一人として登場。

・著書「六ヶ所村 ふるさとを吹く風」２０１０年に発刊



核燃料サイクルの破綻・４０年間の検証—裁判闘争の意義を中心に

第第第第 １１１１ ．．．． 反反反反 対対対対 闘闘闘闘 争争争争 のののの 歴歴歴歴 史史史史

県内の核燃反対運動は、多くの団体、個人が結集、連帯して４０年間の長きにわたって続いてき

ました。反対運動の形態は、実力阻止行動、抗議集会・行動、街頭行動、講演会・学習会の開催、

公開質問状提出、ニュース発行やオンラインを利用しての情報発信、選挙応援、訴訟提起等々多種

多様な取り組みがなされて現在に至っています。本稿では、原告団とそのメンバーが深くかかわっ

た運動を取り上げて検証します。

１．核燃立地要請阻止闘争

・六ヶ所立地の背景

１９８４年７月、電事連が青森県知事と六ヶ所村長に核燃３施設の六ヶ所村立地要請を行いまし

た。なぜ六ヶ所に白羽の矢が立てられたのでしょうか。

原子力施設という住民にとっての迷惑にして危険な施設を立地させないための最も有効かつ基本

的戦術は、土地と海を守ることです。珠洲原発計画は、住民のこの戦法が功を奏して潰えました。

しかし、核燃基地はむつ小川原開発によって土地は買収済みで、海は漁業補償により漁業権は消

滅していました。ところが、六ヶ所三漁協の一つである泊漁協の漁業権は一部消滅であったことか

ら、核燃立地による漁業への悪影響に不安をもった泊の漁協と漁民が反対運動に立ち上がりました。

漁民の生命と生活を懸けた海域調査阻止の実力行動は多くの逮捕者を出す中で果敢に闘われ、後に

“泊海戦”と呼ばれる熾烈なものでした。

一方、要請相手自治体（県・村）にとっては、開発の失敗を糊塗するためならば放射能入りの毒

饅頭であっても食べてしまう、政治的・社会的条件が整った適地だったのです。

・県民投票条例制定請求

立地要請に対し素早く対応したのは当時の青森県労働組合会議（県労）と市民団体の死の灰を拒

否する会、核燃サイクル施設を考える科学者・文化人の会などでした。要請当時県民の多くは、核

燃・再処理の実態、危険性について十分な理解を持てないまま、推進側の地域振興の起爆剤という

甘い喧伝に乗せられ、世論調査の結果では、賛成・反対・わからないが各1/3という状況にありま

した（最近の意識調査では推進は１割未満に減っています）。

そこで、私たちは、核燃問題は、県政の重要課題であり、県民の生命と健康、財産に重大な被害

を及ぼすおそれがあることを理由に、１９８５年１月核燃立地の是非は県民投票で決すべしとの条

例制定請求を行いましたが、県議会は不当にも知事の受諾後に条例案を否決し、民意を問う機会は

奪われてしまいました(同様の事態は後述の高レベル最終処分地拒否条例制定請求でも起きています)。

県議会は直接民主主義の意義を理解せず、住民自治の精神を忘れ機能停止しており改革が急がれ

ます。
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浅浅浅浅石石石石 紘紘紘紘爾爾爾爾

【プロフィール】・核燃サイクル阻止１万人訴訟原告団代表

・なくそう原発・核燃、あおもりネットワーク共同代表

・青森県弁護士会公害対策委員長

・日弁連公害対策・環境保全委員会、エネルギー・原子力部会員



・農業者の決起

青森県農協青年部婦人部や農政連が反対決議をあげ、総決起集会を開催して、反対運動に立ち上

がりました。保守王国青森を支えてきた農業者の決起は画期的で、後の労農市の共闘に引き継がれ

ていきます。

２．核燃白紙撤回闘争

１９８４年１月村長が、同年４月９日知事が核燃受入れを表明しました。要請からわずか９カ月

足らずの拙速な受入れに県民の不安と怒りは頂点に達し、１９８６年４月に起きた衝撃的なチェル

ノブイリ原発事故を目の当たりにして、核燃の白紙撤回を求める反対運動は全県に広がっていきま

した。

・青森県反核実行委員会は、この日を「反核燃の日」と位置づけて毎年全国集会を開催して現在に

至っています。１９８９年に行われた尾駮浜での集会には県内外から参加した１２，０００人が核

燃施設を人間の鎖で包囲し抗議の意思を示しました。

・農業４団体も風評被害に不安を感じた津軽地方のリンゴ農家や地元上十三の農家を中心に核燃反

対の決起集会の開催、反対署名、建設拒否決議を行いました。「開発を拒否すれば農民は哀れな道

を辿る」という知事の暴言は火に油を注ぎ反対運動の結束を強める結果となりました。

・ストップ・ザ・核燃１００万人署名運動は、全国の脱原発運動と提携して展開されたことによっ

て、核燃問題が国民的関心の的となったことは大きな成果でした。

・毎月１回の連続デモ（計３１５回）を続けた「放射能から子供たちを守る母親の会」、長期間に

わたる労働団体や金曜日行動・原告団その他の市民団体による街宣行動は運動の継続性の重要性を

教えてくれました。

・弁護士団体である青森県弁護士会とその上部団体である東北弁連、日弁連の再処理中止の総会決

議は、法曹界の一角を占める裁判所に対して大きい影響を与えたと考えています。

３．核燃稼働阻止闘争

核燃４施設の事業許可（指定）処分が下り、稼働開始した各施設に核燃料や廃棄物（低レベル・

高レベル）の搬入が開始される事態に直面し、既成反核団体に加えて廃棄物核燃料搬入阻止実行委

員会が結成され、核燃反対運動は新たな局面を迎えました。

県内反核団体は、北村知事に代わった木村新知事との対話集会を実現、知事は科技庁長官との間

で輸送船の接岸と引換えに「知事の了解なくして青森県を高レベルの最終処分地にしないこと」の

確約文書を取り交わしました。

福島原発事故後、県内に核燃事故は他人事ではないという危機感が高まり「なくそう原発・核燃、

青森ネットワーク」が結成されて、事故の再発を許さない、再処理中止の全県集会を開催し、汚染

処理水問題等に取り組んでいます。

海外返還廃棄物の一時貯蔵期限が迫り、再処理後の高レベル放射性廃棄物の最終処分地が決らな

いことから、青森が核のゴミ捨て場になるのではないかという不安と懸念から、２０２０年「県民

の会」が設立されて署名運動、知事への公開質問状提出等「青森を高レベルの最終処分地にしない

運動」が盛り上がっています。

４．政治闘争

核燃施設の建設、運転が強行される中で、いくら反対の市民運動を積み重ねても、国や事業者が

中止要求に応じる可能性は皆無に近い状況にありました。そこで私たちは選挙を通じ核燃の白紙撤

回を獲ち取る戦術を重視したのです。反核燃知事・村長が誕生すれば地元の協力なしに事業は事実

上動かせなくなります(例えばむつ小川原港の管理者である県知事には、核燃料・廃棄物の船舶に
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よる搬入許認可権があります)。

また、国政とのパイプを作ることの重要性も認識して選挙応援に全力で取組みました。

政治闘争の第一弾は、１９８９年に施行された三上隆雄候補の参議院選挙でした。選挙母体は農

業者を中心とする「いのちと大地を守る会」でしたが、反核燃団体の全面的支援で大勝し、その後

の衆議院選挙では関晴正氏がトップ当選し、その後反核燃の公約は今村修氏に引き継がれました。

運動の天王山は１９９１年２月の金沢候補の知事選でした。反核燃を公約に北村現知事に挑戦し

ました。凍結派候補の出馬で票が割れ、２位（その差はわずか７万８０００票）と惜敗しましたが、

反対・凍結票の合計は推進票を上回り、核燃への民意が明らかになりました。

その後も核燃白紙撤回を掲げて知事選が闘われましたが、当選には届かなかったものの、県民に

核燃の危険性、不要性を訴え、反対運動の意義を県民に再確認する機会を提供できたことは高く評

価されています。

六ヶ所村長選では、一貫して核燃の白紙撤回を言動で訴えてきた「核燃から漁場を守る会」の会

長であり原告団の共同代表の高梨酉蔵氏が古川村長に対抗して村長選に立候補しましたが、凍結を

唱える土田候補の切崩と強固な地縁、血縁の壁の前に惜敗しました。その後も反核燃候補が立候補

しましたが残念ながら落選。しかし、立候補は反対住民の受け皿として、また、核燃の屋根の下で

生活することの危険に警鐘を鳴らす役割を果たしてきました。

第第第第２２２２ 裁裁裁裁判判判判闘闘闘闘争争争争

１．裁判闘争の意義

安全が脅かされ被害に遭ったとき、頼れるのは司法であり、最高裁判所が人権の最後の砦と呼ば

れるゆえんです。しかし、現実は行政権が優位に立ち、司法は従属的地位に貶められています。特

に裁判が国防やエネルギーなど国の根幹にかかわる政策の是非を問う請求の場合には、裁判所は消

極的、謙抑的判断をしがちで、これまでの原発訴訟でも、法廷での論争では原告（住民）側が圧勝

しても結論（＝判決）は住民敗訴が殆どでした。そのため原発反対運動側から裁判に多くの期待を

持つことは幻想であるとの批判もなされています。しかし、裁判は、差止めあるいは許可の取消判

決によって、運転を即時中止でき、施設の閉鎖を強制できる法的手段である点に存在意義が認めら

れます。

２．原告団の結成

原告団は、１９８８年８月、核燃４施設の事業許可（指定）処分の取消を求めて提訴しました。

核燃裁判の最終目標は、司法の場で核燃の白紙撤回（勝訴判決）を獲ち取ることですが、それと

あわせて法廷を通じて秘密のベールに閉ざされた核燃情報を公開させて危険性を暴露し、運転の安

全を監視し、本格稼働（完工）にブレーキをかけることを狙いとしています。

再処理工場は、試運転を終えて現在保守管理作業中ですが、これまで外部への大量の放射線（能）

漏れ事故を起こしていません。これも裁判効果と自負しております。

現在係属中の裁判は、高レベル一時貯蔵と再処理の２つですが、原告団は地震・活断層、火山噴

火、軍用機墜落、被ばく、原子力防災（避難計画）の対策不備を指摘し、被告規制委の審査の過誤・

欠落を追求しています。

福島事故後の新しい規制制度に基づく事業変更許可に対し、２０２１年１月新訴を提起し、旧訴

と併せて再処理の公判回数は実に１２７回に及んでいます。その間工場の検証、安全審査資料の開

示、疑問点の求釈明などにより、裁判でなければ得られない核燃情報を入手し所期の目的を達成し

ています。
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３．１１以降に多くの住民勝訴判決が出るようになりました（下表参照）。原発事故の恐ろしさ

と原子力の理不尽さが司法の良識と裁判官の良心を呼び覚まし、人権擁護という司法本来の役割に

立ち戻ってくれたものと思っています。

結審は間近に迫っていますが、核燃反対の県民・国民的世論の高まりが裁判官の思考・判断に影

響を与えます。

裁判の傍聴も含め、原告団の活動に対するご支援を心からお願いしたします。

司司司司 法法法法 判判判判 断断断断 （（（（ 勝勝勝勝 訴訴訴訴 事事事事 例例例例 ））））

〈３．１１以前の原発訴訟〉

〈３．１１以降の原発訴訟〉

〈これ以外の訴訟〉 〇東電・国の責任を認める △国の責任を否定

11

判決年月日 原 発 裁 判 所 名

2003.1.27（許可取消判決）

2006.3.24（差止判決）

高速増殖炉もんじゅ

志賀原発2号機

名古屋高裁金沢支部

金沢地裁

判決（決定）年月日 原 発 裁 判 所 名

2014.5.21（差止判決） 大飯原発3,4号機 大津地裁

2020.12.4（許可取消判決） 大飯原発3,4号機 大津地裁異議審

2016.3.9（仮処分決定）

2016.7.1（仮処分決定 ）

2017.12.13

（2018.9.3まで運転停止）

高浜原発

高浜原発

伊方原発3号機

伊方原発3号機

大津地裁

大津地裁異議審

広島高裁即時抗告審

広島高裁仮処分異議審

2021.3.18（差止判決） 東海第2原発 水戸地裁

2022.5.31（差止判決） 泊原発1～3号機 札幌地裁

判決年月日 損害賠償請求事件 地 裁 高 裁 最高裁

2022.6.17

原発被災者4訴訟に

対する最高裁判決

福島訴訟（生業訴訟）

群馬訴訟（自主避難）

千葉訴訟（自主避難）

愛媛訴訟（自主避難）

〇福島地裁

〇前橋地裁

△千葉地裁

〇松山地裁

〇仙台高裁

△東京高裁

△東京高裁

〇高松高裁

△

2022.7.13

東電株主代表訴訟

(13兆3210億円支払命令)

○東京地裁

東京高裁に

継続中



第３ むすびに—核燃白紙撤回の転機到来に備えて

私は、核燃政策を転換し、六ヶ所再処理を止めるチャンスは過去に３回あったと考えます。１つは

金沢知事選、２つ目は民主党政権誕生による原子力政策の見直し（革新的エネルギー・環境戦略）、

３つ目は福島原発事故の発生です。ところが、原子力政策の現状は、原発回帰に逆行し、核燃サイク

ル積極推進の流れは変わりません。

しかし、現実は政府・電力業界の思惑どうりになる状況にはありません。３．１１から１３年経っ

ても再稼働できた原発は５４基中わずか１３基、原発が電力に占める割合はたったの約５％にすぎま

せん。原発の新・増設、高速炉計画は時間的にもコスト的にも不可能です。

運動の長期化、世代交代、核燃事業の既成事実化により、反対運動の風化が指摘されています。

しかし、第４の転機は必ず訪れます。そのきっかけが地震なのかＦ３５の墜落なのか、再処理技術

の行き詰まりか運転中の事故・トラブルなのか、経済的理由なのか、反対世論の高まりなのか政変な

のかはわかりません。

核燃サイクルを車に例えるならば、再処理と高速増殖炉計画は車の両輪にあたります。その一つの

車輪であるもんじゅは廃止され、頼りのプルサーマルも頓挫状態でプルトニウムは余剰非難にさらさ

れています。再処理工場は完工延期を繰返し、事業費は膨れ上がる一方で再処理は今や瀕死状態にあ

ります。

私たちは、核燃・再処理廃止の日に備えて原点に立ち戻って一歩一歩地道な戦いを積み重ねて核燃

白紙撤回の火を灯し続けていかなければなりません。

ここで、大飯原発の運転差し止め判決を出した樋口裁判長の示唆に富む言葉を紹介します（「保守

のための原発入門」より）

講演後に「お話はよく分かりました。それでは私たちは具体的にどうしたらよいのでしょうか」と

いう質問に私は、次のように答えている。『あなたも私の話が分かったのなら、あなたの大事な人二

人に伝えてください』と言ってください。そうすれば、１年以内に１億人以上に伝わります」。

地元の反対の声が弱まれば、青森県は、国と事業者がやりたい放題の核のゴミ捨て場にさせられて

しまいます。

あきらめてはなりません。「あきらめからの脱出の先にある希望を皆で協力し合って育てていくこ

とが必要です」という、今は亡き高木仁三郎さんの言葉（「市民科学者」の「あきらめから希望へ」

の章）をあらためて胸に刻んで頑張りましょう。
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核燃料サイクル施設立地反対連絡会議は１９８４年に電気事業連合会が青森県に核燃料サイク

ル施設立地の協力を要請し、翌年１月には設置自治体の六ケ所村の村長が受け入れを表明したこと

を受け、各労働組合、医療団体、女性、業者、青年組織等の各団体で結成されました。

その後、節々で県などに対する申し入れ、様々な署名活動をおこなってきました。特に学習会に

も力を入れてきており、核燃サイクルとは何かというテーマをはじめとして、結成以来、様々な学

習会をおこなってきました。３・１１後は福島の現地視察などもおこなっています。また、最近で

は、「条例制定を求める署名」にも取り組んだり、県に対してむつ市の中間貯蔵施設への使用済核

燃料搬入撤回を求める申し入れなどもおこなっています。

私自身は昨年から核燃料サイクル施設立地反対連絡会の事務局長となりました。原発・核燃運動

の歴史を語るには、経験も浅く、不勉強なところもある中ですが、私自身が感じている原発・核燃

運動に対する想いや、私たちの存在意義でもある「なぜ核燃料サイクルに反対していくのか」とい

う点について、発言をしたいと思います。

核燃サイクル施設の受け入れを表明してから４０年、再処理工場に着工したのが１９９３年とい

うことですので、私自身も学校生活などを振り返ると、この核燃料サイクルというワードなどはよ

く耳にしてきた覚えがあります。また、工業高校出身ですが、就職先を選ぶときにも、やはり原燃

などが候補に挙がって、そこに行けば安定した職に就くことができるということも、同級生同士で

話していたことを覚えています。そうした中で、あの３・１１が発生しました。

私自身は、２０１２年からこうした様々な運動や活動に参加するようになりましたが、それまで

は先ほど述べたような教育を受けてきたこともあり、いろいろ言ったって原発は必要だと思ってい

ました。しかし、実際の福島の現状を見たり、話を聞いたりすると、そんなことをいっていられな

い現実があり、そこから、一気に気持ちが変わっていき、様々な活動していく中で、この核燃料サ

イクルという問題に行きつきました。

全国の反原発の運動などにも参加してきましたが、そうした中で感じていることは、問題の行き

つく先である、核燃料サイクル＝核のゴミの問題について、意外と知られていないということです。

しかし、現在、原発・核燃問題で最大の焦点ともいえるのが、この核のゴミの行き場所がない。動

かせば動かすほどさらに行き詰っていくということだと思います。

一つは、六ヶ所再処理工場は、使用済み核燃料から再び原発で使うことができるウランとプルト

ニウムを取り出すための工場で、政府が未来永劫原発を動かすために堅持している「核燃料サイク

ル」の根幹をなす施設ですが、この工場は１９９３年に着工し９７年には完成予定だったものが、

トラブルを重ねてこれまでに２７回も完成時期が延期され続け、着工から３１年経っても完成の目

13

赤赤赤赤平平平平 勇勇勇勇人人人人

【プロフィール】・１９９０年生まれ。３４歳。青森工業高校卒。

・２０１７年衆院選青森一区立候補。現在、青森市議（２期）。

・３・１１後、青年と反原発運動等に取り組む。

・２０２０年から核燃料サイクル施設立地反対連絡会議事務局次長。

・２０２３年から核燃料サイクル施設立地反対連絡会議事務局長。



途すら立たない状況。

また、取り出されたプルトニウムは当初は福井県にある高速増殖炉「もんじゅ」で使われる予定

だったが、そのもんじゅは廃炉となっており、原子爆弾にも転用できるプルトニウムを持っている

意味もなくなっている。

使用済み核燃料の保管場所がなくなっており、行き場所であった再処理工場は完成の目途が立た

ない。たとえ立ったとしても、現段階で着工から３１年も経っているわけで、今度は老朽化が課題

となってくる。もはや「核燃サイクル」は破綻しているということ。

もう一つは、仮に再処理工場が動いたとしても高レベル放射性廃棄液を固めたガラス固化体の処

分地＝最終処分地が決まっていないという点。青森県は、国や事業者との間で「青森県を高レベル

放射性廃棄物の最終処分地としない」「貯蔵管理センターに受け入れた日から３０年から５０年経っ

たら搬出する」という確約を結んでいる。しかし、フランスに再処理を委託し、返還された1839

本のガラス固化体が六ケ所の高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターに搬入されたのが１９９５年、

３０年とすれば来年2025年、５０年としても2045年には期限を迎えるが、１０万年レベルで処

分地として受け入れる自治体がでてくることは考えられず、結局なし崩し的に青森県が最終処分地

になるのではないかと危惧を抱いている。

搬出先がないまま「中間的に貯蔵する」という建前が、永久的になるかもしれない、あるいは再

処理工場が動いたとしても最終処分地が決まらず、結局行き場をなくした核のゴミの処分地となる

かもしれないという不安が、青森県には覆いかぶさっているわけです。

こうした矛盾は、原発を動かせば動かすだけ膨れていき、行き詰まっていく。だからこそ「「核

燃サイクル」というシステムが破綻している」ということを国や自治体が認めることが重要だと思っ

ている。国の原発の基本政策である「全量再処理」という理屈は破綻してるということです。使用

済み核燃料の行き場がない、高レベル放射性廃棄物の処分地も決まらないということであれば、す

べての原発を止めて、これ以上核のゴミを生まないということが必要です。青森県からこうしたこ

とを訴え続けていくことがいよいよ重要な局面にきていると思います。

みなさんとも連帯しながら頑張っていきたい。
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22224444年年年年間間間間のののの運運運運動動動動 そそそそししししててててここここれれれれかかかからららら

2000年

2000年の夏、当時の杉山むつ市長が「使用済み核燃料中間貯蔵施設」を誘致すると表明しまし

た。むつ市の予算は逼迫し、赤字を解消するために誘致するというのです。原子力関連施設の中で

は危険度が少ないというのが誘致の理由です。むつ市は原子力船「むつ」の「使用済み核燃料」を

保管していましたから経験があるということのようです。

とんでもないことです。規模がちがいます。すぐに「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会」

を立ち上げて活動を開始しました。

2003年

どんな施設なのか。市民の皆さんにお知らせするために、住民投票で市民の声を聴きたいと請求

署名をしましたが、議会で否決されてできませんでした。金曜行動で私達の思いをお話しました。

施設に対して疑問に思うことや、市民として、施設を受け入れられない。事などを何度も事務所に

訴えて来ました。

その間にも施設の建設が始まり、形が見えてくると、市民の中にはもう建物も出来たのだからと

いう空気になりました。会社の名前も「RFS」と何の会社か解らない名前になりました。

2011年

東日本大震災、福島原発事故、

市民の中にあれ！青森県の中に原子力関連施設があるよね。とチラホラ話題になり若いお母さんか

らの問い合わせが何件かありました。それも1年くらいで落ち着いていきました。

金曜行動で

毎月第三金曜日の夕方、大型スーパーの前で30分間下北の会のメンバーと、同じ思いの原発に

反対する方々と一緒に呼びかけております。

2024年7月3日

いよいよ使用済み核燃料中間貯蔵施設に使用済み核燃料が搬入されることになりました。そのた

めに安全協定、覚書が締結されることになり、まず県民説明会と市民説明会が7月にありました。

むつで行われた県民説明会に出席しました。50人を超える方が質問しました。ほとんどが50年

後に確実に搬出されるのか、その保証はあるのか？でした。
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野野野野坂坂坂坂 庸庸庸庸子子子子 核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会代表

【プロフィール】・１９４７年青森県下北郡田名部町（現むつ市）生まれ

・中学まで田名部で過ごし、高校らか弘前へ。

・高校卒業後は東京専門学校に進学。

・その後同郷出身者との結婚を経て、１９７４年にむつ市へ帰郷、

長年にわたり幼稚園教師の一方、さまざまな社会活動に携わる。

・２０００年「中間貯蔵施設はいらない！下北の会」を立ち上げ、

代表に就任。

以降、現在まで２０年以上にわたり同会の活動を続ける。



ここで以前から疑問に思っていたことを質問しました。

「使用済み核燃料中間貯蔵施設は国策として進められている事業ですね。

これから安全協定に判を押すことになりますが、その時に判を押すのは青森県、むつ市、RFS、

東京電力、日本原子力発電の五人ですね。国策というならなぜ、その場に国が入らないのですか、

20年前施設の誘致の時、初めて国が判を押さないことを知りました。なぜですか。国策というな

ら判を押して保証すべきです。安全協定の時、ぜひ国の判をもらって頂きたい。

お願いいたします。」とお話しました。

地方自治体と、事業者だけの契約ならば国の事業ではないのです。市民の中には国策ならば協力

しなければ、という方もおります。

2024年9月26日

いよいよ新潟柏崎刈羽から使用済み核燃料がRFSに搬入される日がやってきました。市内、県

内、県外からも、原発に反対する方々が関根浜に集まりました。前日に関根の沖に停泊していまし

たが、朝もしかして入港するかもと見守っていたら、やはり静かに入港したのです。

そこからがなかなかでした。港に着岸してキャスクを車に移動、貯蔵施設に移送する。なんと夕

方までかかったのです。丸一日のドキュメントでした。

2024年11月6日事業開始

原発の敷地外で使用済み核燃料を一時保管する中間貯蔵施設が国内初となる操業を開始しました。

これからの活動について

むつ市が中間貯蔵施設の受け入れを発表して、下北の会の活動が始まって24年。さあ！新たな

出発です。どんなことが起きるのか。見守るという大事な仕事が待っています。

24年という時は、活動してきた会員のほとんどが後期高齢になりました。

今までのようなパワフルな活動はどうしても出来なくなります。

実は私自身この間に難病と診断され、活動が制限されています。

では何が出来るか。幸い口は、お話することは今まで以上に回ることが解りましたので、活用し

たいと思います。

私には22歳の孫がおります。下北の会の活動を始めてから産まれた孫です。成人したのです。

年月を感じます。私がどんな活動をしているのか知っています。エネルギーについて話します。

孫 「電気は絶対必要だよ！ ないと困る」

私 「そうだね、電気を否定はしないよ。ただ、作り方だよね」

孫が中学の頃から何度もこんなおしゃべりをしていました。学校ではどんなエネルギー学習かと

いうと、「火力」「水力」「原子力」のメリットばかり教えて、それぞれのデメリットはほとんど

教えられていないのです。

青森県のどこに、どんな原子力施設があるか、学校では教えてくれません。

施設を誘致するときは地域で賛成、反対と大人達が地域を二分して大騒ぎをしますから、子ども

達もなんとなく知ることとなります。でも時が過ぎると地域でもその施設に大人が関連した仕事を

するようになったりして、子ども達は何となくわからなくなっていきます

孫に聞いてみました。

私 「青森県に原子力関連施設どんなのある？」

孫 「東通原発、中間貯蔵、」

私 「六ヶ所には？」

孫 「え！あるの？」
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ショック！あれだけ家の中で話題としていたことなのに。新聞でもテレビでもニュースになった

時にはかなり言葉は飛び交っていたけれど、子どもに関心がなければ何のことか分からなかったの

でした。言葉としてしか残っていなかったのです。聞いてみると学校では何も教えてくれなかった。

学校で教えないものは、興味がなければ関係ないことになってしまうのですね。

さあ！大変な事です。「使用済み核燃料中間貯蔵施設」に入っている「使用済み核燃料」はこれ

から50年もの長い間見守りが必要なのです。今引き受けた大人達は50年後にどなたも出て行くの

を確認することは出来ません。

今、これから出来ること

1、「使用済み核燃料中間貯蔵施設」を見守ることはもちろん、

2、これ以上原発を動かして使用済み燃料を増やすことに反対しいくこと。

3、青森県の若者に県内の原子力関連施設の存在を知ってもらうこと。

4、青森県の大人達、子どもに県内の原子力関連施設の存在を教えましょう。

まだまだ活動することたくさんありますネ！

ジオパークもいいですが、その隣には、原子力関連施設がありますよ！

17

２０２４年９月２６日

使用済核燃料むつ中間貯蔵施設搬入へ

抗議する・ 野坂庸子



核核核核 のののの ゴゴゴゴ ミミミミ 問問問問 題題題題 提提提提 起起起起
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松松松松久久久久保保保保 肇肇肇肇 （まつくぼ はじめ）

【プロフィール】・1979年、兵庫県生まれ。2003年国際基督教大学卒、

・2016年法政大学大学院公共政策研究科修士課程修了。

・金融機関勤務をへて2012年より原子力資料情報室スタッフ。

・2022年より経済産業省「原子力小委員会」委員。

・共著に「検証 福島第一原発事故」（七つ森書館）、

「原発災害・避難年表」（すいれん舎）など。
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第二部

おおおおははははななななしししし おおおおししししどどどどりりりりママママココココ・・・・ケケケケンンンン

福島原発事故、終わっていなでぇ～、

地方を馬鹿にするのもええ加減にせぇ！

❖❖❖ おおおおししししどどどどりりりりママママココココ・・・・ケケケケンンンン ❖❖❖

モモモモッッッットトトトーーーーはははは「「「「半半半半径径径径５５５５メメメメーーーートトトトルルルルををををかかかかええええてててていいいいくくくく」」」」

❖マコとケンの夫婦コンビ

マコは神戸生まれ。鳥取大学医学部生命科学科を中退し、

東西屋ちんどん通信社に入門。アコーディオン流しを経て

芸人に。

ケンは大阪生まれ。パントマイムや針金アート、テルミンをあやつる。パントマイムダンサー

としてヨーロッパの劇場をまわる。マコと出会い、ぞっこんになり、芸人に。

2003年夫婦コンビ結成。横山ホットブラザーズ、横山マコトの弟子。

（一社）漫才協会会員。（一社）落語協会会員。（社）日本保健物理学会会員

❖2011年3月の福島第一原発事故後、東京電力の記者会見、様々な省庁、

地方自治体の会見、議会・検討会・学会・シンポジウムを取材。

特に事故後毎週開催される東京電力の記者会見の取材は1600回を超え、現在大マスコミ〜小ミ

ニコミが撤退する中、必ず参加し、事故の現状を積極的に発信している。また福島など現地にも

頻繁に足を運び取材し、その模様を様々な媒体で公開している。

❖おしどりポータルサイト http://oshidori-makoken.com

❖ドイツでの国際会議などにも度々招聘され、ヨーロッパの大学などで取材報告をコロナ禍まで毎

年おこなっていた。現在はオンラインで海外に取材報告をしている。

❖2016年「平和・協同ジャーナリスト基金」奨励賞受賞。

❖都内の4つの寄席（上野鈴本演芸場、浅草演芸ホール、新宿末廣亭、池袋演芸場）のどこかにほ

ぼ毎日出演中。

❖「漫才をしたり取材をしたり、仲良く丁寧にくらしています。自分の暮らしが世界と未来につな

がっていることを感じながら、ハミガキするように社会のことを考え動いています。」
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パパパパネネネネルルルルデデデディィィィススススカカカカッッッッシシシショョョョンンンン そそそそのののの２２２２

テテテテーーーーママママ ・・・・みみみみんんんんななななのののの力力力力でででで、、、、ああああずずずずままままししししいいいい青青青青森森森森をををを創創創創ろろろろうううう

・・・・「「「「私私私私たたたたちちちちははははここここんんんんなななな青青青青森森森森をををを創創創創りりりりたたたたいいいい」」」」

コーディネーター YYYYAAAAMMMM ＆＆＆＆ ママママココココ

若若若若者者者者とととと考考考考ええええるるるる原原原原発発発発ゼゼゼゼロロロロ社社社社会会会会 〜〜〜〜弘弘弘弘前前前前大大大大学学学学のののの核核核核燃燃燃燃講講講講義義義義かかかからららら〜〜〜〜

はじめに

青森県は，日本でも突出して原子力関連施設が多く存在しています。原発はもとより，ウラン濃

縮工場や再処理工場などを中心とした核燃料サイクル基地，使用済み燃料中間貯蔵施設のほか，フ

ルMOX運転予定の改良型原発が建設中です。そのような背景のもと，私は弘前大学において学生

とともに原発や核燃料サイクル（以下，核燃と略）について考える講義を複数担当していますが，

本稿ではその中でも教養科目としてオムニバス形式で実施している「青森の多様性と活性化-原発・

核燃と地域社会-」を例にとって，学生とともに原子力と核燃について学び・考える事例を紹介し

ます。福島の事故から13年が経過したが，今の大学生は事故当時小学生でした。我々の経験と彼

らの感覚との差を感じながらこれらの講義に取り組んでいます。

１ 講義の概要

この講義は弘前大学における教養教育の一環で，「地域志向科目」というカテゴリーに分類され

ており，全学部の2年生を対象に行われています。2010年から続いているこの授業の内容を紹介

します。まず，イントロダクションで青森県の原子力施設の概要と歴史とともにこの講義の意義を

説明します。その後，放射線の物理学的基礎から，内部被曝と放射線科学の歴史，原子力施設立地

に関する地質学的考察，原子力の平和利用に関する歴史的考察，いわゆる原子力マネーに関する経

済学的見地，原子力に替わる再生可能エネルギーの可能性とその政策，など多岐にわたって解説し

ます。これらの内容を様々な学部の教員および学外の専門家が順番に講義を行っています。また，

講義期間中の休日を利用して，受講生の中から希望者を対象に，青森県下北地方の原子力施設のP

Rセンターや核燃関連の補助金で建設された施設などを見学するツアーを実施しています。さらに，

講義最終日には受講生が少人数の班に別れて与えられたテーマを元に議論し，その後各班から発表

を行い，教員も交えて討論を行っています。
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パネラー

宮宮宮宮永永永永 崇崇崇崇史史史史（（（（みやながたかふみ）

【プロフィール】 ・1960年 石川県加賀市生まれ

・弘前大学理工学部教授

・専門は放射光（加速器から発生する強力なX線）を

利用した物性物理学

・「核燃・だまっちゃおられん津軽の会」代表



２ ことの発端

この講義では立ち上げ当初の講師陣が執筆した教科書を使用しています1)。この本のあとがき

にも記されていますが，ここでなぜこの講義が行われることになったのか，そしてなぜこの教科書

が書かれることになったのかを紹介します。ことの発端は，核燃基地で再処理工場などを営む日本

原燃(株)が提供した「総合エネルギー学」と銘打った寄附講義に始まります。その講義の講師陣の

人選もその会社に委ねられ，どう贔屓目にみても原子力推進の内容のように思えました。利益相反

の立場から，筆者を含めた何人かの教員がこの講義のあり方に疑問を呈しました。以下は2009年

時点でのその主張です。

「青森県のような地方における原子力開発には大きな問題があることは明らかになってきたとこ

ろであり，この寄付講義の内容は原子力を推進するように見える。かつて，そして今も県民を二分

している問題に対し，その県の唯一の国立大学が安易に当該会社から寄付行為を受けてはいけない

のではないか。もし，これらの施設で事故が起これば，地域住民は大きな被害を被り，その責任問

題の証人として弘前大学の研究者が判断を下さなければならない場面はいくらでも予想できる。そ

うなった時，大学が当の会社から寄付をうけていたのではその信用は失墜する。もし，弘前大学が

主体性をもってこの内容の講義を行いたいのであれば，自前で講師陣を揃え，相応の対価を支払う

べきだ。」しかし，当時はこの主張はやすやすとは聞き入られなかった。そこで，これらの教員を

中心に原子力は本当に青森県に恩恵を与えているのか？という問題を学際的に分析して，学生たち

とともに考えようという機運が生まれ，核燃・原子力と青森県の未来を考える講義を行うことになっ

た。そして，その1年後に我々も予想すらしなかった福島第一原発での恐ろしい事故が起こったの

である。福島原発事故の報道で事故の危険性を過小評価して伝える学者の中に電力会社から多額の

寄付を受けていた研究者が少なくなかったことに，大学内の他の教員からも当時我々が主張してき

た意味をようやく理解したという声が届いた1)。

このように，この講義は，青森県における原子力関連会社からの寄附講義を契機に始まり，福島

第一原発事故を経験し，現在に至るまでの流れを，学生とともに考えるものとなっています。

３ 学生たちの反応

本講義の最終レポートで，一連の講義を受けた上で，今後原発・核燃を推進すべきかどうかを各

学生に問うことにしています。その最近の結果を図1に示しました。約55%の学生は推進すべき

でないと答え，条件付きで推進すべきでないを合わせると約80%にのぼリます。一方，推進・条

件付きで推進すべきであるは約20%となっています。条件付きの推進の立場，および推進すべき

という考えは次のようにまとめることができるでしょう。「今すぐに原発の全てを再生可能エネル

ギーで賄うのはコストの面からも難しい」「再生可能エネルギーにも環境破壊などの問題点は多い」

「六ヶ所村などの原子力施設を誘致している地域の経済を破綻させないためにも，原発・核燃は必

要である」「脱炭素の観点から原発は安定なエネルギー源であり，エネルギー資源の少ない日本で

は効率の高い原子力は必要である」「核融合炉などの新しい原子力利用に期待できる」「エネルギー

比率の分散は必要である」などです。
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図図図図1111 ２２２２００００２２２２３３３３年年年年度度度度最最最最終終終終レレレレポポポポーーーートトトトににににおおおおけけけけるるるる学学学学生生生生のののの反反反反応応応応

大部分の学生は原子力・核燃政策の理不尽さを理解しているように見受けられますが，ここに挙

げられた意見は，実は多くの日本国民が抱いている感覚に近いものだろうと思います。

おわりに

若い学生にはまだ未来が残されているために，物事を楽観的にあるいはポジティブに捉える傾向が

あり，原子力やそれに伴う問題についてもあまり悲観していないように感じます。下北半島のツアー

の後も，町村の発展のために原子力マネーを好意的に捉える感想もありますし，グループ討論で下

北半島出身者がいてその現状を知るにつけ，地域の発展には原子力施設の受け入れもいたし方ない

といった感想も見受けられます。このような意見に対して，私からはイタリアが原発ゼロに舵を切っ

た経緯，特にフィレンツェ大学のアンジェロ・バラッカ教授の話を学生たちに紹介しています。

彼は50年にわたり反原発を訴えてきた物理学の教授であり，原子力施設誘致による交付金制度

の反対運動でも発言してきました。

お金を出すことでその受け入れ自治体の市民を黙らせるため民意を反映しないと彼は主張します。

こうして，イタリアでは交付金がなくなった末に，国民投票で原発を停止することができたとい

うことです。

また，彼は重大な事故が起こった際の電力会社の負担の一定額以上が免責されるのもスキャンダ

ラスな話であり，東京電力は事故によって生じた負担額を免責され，それを賄うのは納税者である

国民なので，この事実だけでも日本国民がこぞって原子力エネルギーの廃絶を要求するのに十分な

理由になる，と述べています2)。

さて、我々の講義に戻りますが，大学生のうちにこのような問題があることに気付いて良かった

という感想も多くあり，彼らが今後どのように学び，行動して行くのか楽しみになります。我々大

人の責任で，彼らが社会全体に流されるのではなく，おかしいものはおかし

しいからすぐにやめよう，と言える社会のシステムを構築してゆきたいと感じています。

引用文献

1) 大坪正一・宮永崇史（編）：環境・地域・エネルギーと原子力開発 〜

青森県の未来を考える〜」（弘前大学出版会，2013年）。現在，改訂版を準備中。

2) 青木美希：「なぜ日本は原発を止められないのか？」（文藝春秋，文春新書2023年）。
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ほほほほんんんんずずずずななななししししかかかからららら、、、、ほほほほんんんんずずずずあああありりりりへへへへ

人間とはなんだろう。数多くの問題が山積みであり、解決策や方法手段は、その都度掲示、実践

されてきたはずだが、一向に復活する兆しはなし。それどころか、ますます混迷を極めてきている

ような気もする。エネルギー政策もまたその一例だろう。その全てを網羅し、考察し、全ての人に

幸福的な策は残されていないだろうか。

社会学者宮台真司は、キーワードとして「コミュニティ（共同体）」そして「身体性」の劣化と

説く。

「日本は他に先駆けて、80年代に社会がクソ化して、言外・法外・損得外を失い、人がクズ化

して、言葉の自動機械・法の奴隷・損得マシーン化した。日本人の一部はそれを知っていた」

「今の日本人が知る身近な共同体は全部、権力の手足＝行政村です。共同体の中にいるのは、権

力を上目遣いでうかがうヒラメと、周囲の様子をうかがうキョロメだけ。本来の共同体＝自然村は

そんなものじゃない。」

「利便性に富んだものは、人間からある種の能力を奪う」

また、「コミュニティの劣化」として、文芸評論家浜崎洋介は、要因を日本人の「自己喪失」と

説く。

「近代化が進むほどに日本人は生き方を支える伝統的な「型」を失い、さりとて西洋にも同一化

できず、自己喪失の不安が大きくなっていく。よるべき支柱がなくなった社会は「空気」に支配さ

れるようになり、刹那的熱狂と他者感覚のマヒによる対外摩擦が繰り返されている」

まさしく現在の日本の空気を醸し出す言葉であろう。

「コミュニティ（共同体）」とは何か。「身体性」とは何か。

コミュニティの最小範囲は、「家族友達」だと僕は思う。学校や家庭で友達の作り方を教わった

ことはないはずだ。自然と備わっている能力。さらには、身体性を伴った活動を、共にした友達ほ

ど強度の信頼度がある。身体性を伴っていない友達の典型は、インターネットでの友達関係だろう。

画面越しでのやり取りには、強度の信頼関係はあるのだろうか。強度の絆になるには、実際にリア

ルな肉体での対面が必要である。

身体性に関しては、解剖学者の養老孟司は「感覚が優先する動物の世界に対して、頭ばかりを使っ

て働く人々の『脳化社会』。『脳化』された現代社会にこそ、田舎が必要」と説く。

田舎の暮らしが現代の日本には不可欠（食やエネルギーの供給的にも）だと僕も思う。

東日本大震災後にも、田舎暮らしブーム（自給自足的な暮らし）への回帰ブームがあったように
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板板板板橋橋橋橋 諒諒諒諒（いたばしりょう）

【プロフィール】・青森県野辺地町在住

・「自遊木民族珈琲」Organic Coffee Shop.

・「Market Caravan」移動型商店街プロジェクト主宰

・「馬門山族」（半自給型自伐型林業）



見えるが、いい共同体になりえただろうか。いい国になれただろうか。ヒッピームーブメントに見

られたような「脱社会的な村づくり」による閉鎖的な共同体の繰り返しのようにも見える。継続性

のある拠点になりえたのだろうか。答えは否だ。僕もそこに憧れた人生を送っていた。

おそらく、まだ足りない。何が必要か。鍵は「リアル」と「リアリティ」の履き違えにあるだろ

う。「リアル」は「自然の理」を例にしよう。人間に不可欠なのは水。一滴の雨から始まり、山の

頂からの養分が、里の田畑を実らせ、里の暮らしが成り立つ。建材として家屋を手にし、火力、暖

房として営み、命を繋いできた。人間だけではなく、植物、獣、昆虫、微生物にも不可欠な流れで

ある。さらには河をつたって、海まで繋がっている。都市部の生活者に、暮らしは山からの水で成

り立っている感覚はあるだろうか。そこに気付いたとしても、閉鎖的な自給暮らしは「リアリティ」

にしか過ぎない。繋げるわけがない。より「リアル」な共同体をつくるには？

「法」「システム（資本主義）」よりも、上位にあるものが、近代の日本で軽視されている。い

や、忘れてしまっている。ドイツの哲学者マルクスガブリエルは「倫理的資本主義」を提唱してい

る。

幸いにも倫理的な言葉が、北東北には先祖代々伝わっている。それは「ほんず」である。諸説あ

るが、仏教からの法地からの転用説を参考にする。「自然の理」は何も、水を大切にしろという話

ではない。人間は大いなる生命の流転の中の、ごく限られた一部を担うにしか過ぎない。しかも、

生かされていること。これを軽視した末路が、今の時代だろう。

核燃料サイクルにも、反対する立場ではある。原子力関連の歴史的な文脈を捉えれば、意を反し

たくなる。ただし、エネルギーとしては、必要不可欠な安心安全快適な暮らしで、成り立っている

以上、胸を貼って言える立場にはまだない。かつ、信頼のおける友人やその家族も、その資本の上

で生活が成り立っている。それに真っ向から反対という覚悟や解決策を、僕は持ち合わせていない。

なおさら、原子力関連施設を労働先として選び、生活を養っている友人やその家族を真っ向から否

定することは、僕にはできない。

話を「共同体の劣化」と「身体性」に戻すが、数年前から山守という活動を行なっている。

山守修行生として、未熟ではあるが、偉大な師と出会い、「共同体」「身体性」の本当の文脈を

感じ取れている。山中で仲間と汗をかき、大いなる自然と向き合うことで、「命の流転」に人間の

営みがあることは、いやがおうにも僕の身体に染み込んでくる。

汗をかく自然体験は、農作業や林業等第１次産業の現場やレジャー経験でよく起こる現象である

と共に、快楽の一種にはなり得る。「共同体の再構築」、「身体性の再構築」を促している入り口

にしか過ぎない。よって「リアル」と「リアリティ」の差を今一度考察しておきたい。今後も起こ

るであろう、いい田舎暮らしへのアクション的なムーブメントへの、布石を打ちたいとも考えてい

る。

「仲良し子よし的」閉鎖的共同体な関係は「リアリティ」であり、「リアル」な身体性を伴った

共同体とは閉鎖的にはなり得ないだろう。脱資本主義システムから逃れるために、話のわかる繋が

りだけでは、自然の理（ほんず）は許してくれない。継続性のある自然の理には、相反するからで

ある。

エネルギーとは、生活の営みでの資源と捉えるべきである。資本主義システムでの、利の方法手

段では、諍いが起こるのは当然のこと。養老孟司は「諍いは花鳥風月のないところで起こる」と述
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べる。美しい木々の立ち姿、可憐な花々、のみならず人間身体のを構成しうる植物たちの死生の上

で、ヒトは生き死にを繰り返している。死生観をほんずと捉えることのできる、身体性を備えた仲

間達で、原子力という資本主義の諍いを収めるような共同体の再構築が優先すべきことではないだ

ろうか。「リアル」な対策として、日本において自然の理の最大の利は、水である。その集約した

流れを河川こそ、実用的に運用すべきではないでしょうか。ほんずある手入れされた河川は流れを

失わない。ほんずある集落での運用かつ、身体性を伴った手入れ等での共同体的な会合。それを頂

いた生活の営みにこそ、原子力へのげんこつとして新たな扉を開くことができるのではないでしょ

うか？

そのためにも、今一度、日本たる死生観を取り戻すべく、本気で僕は向き合います。

馬門山族 板橋 諒
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■自然栽培とは？

「奇跡のリンゴ」で知られる木村秋則さん提唱。外部から資材を投入せずに、自然の力を利用し

て行う栽培のこと。「自然の力」とは多様な生きものがつくり出す関係性をいう。

自然栽培では「生物相の豊かさ」が大事だと考える。栽培にとって悪い生きものもいるし、中立

な生きものもいるし、悪い虫を抑える虫もいる。さまざまな虫を増やすことによって結果的に病気

や特定の虫の大発生を防ぐ。

自然栽培は、農地に、肥料や農薬の代わりとなる多様な生きものが棲める場所をつくることに、

人が関わる。自然栽培では土と植物と人間という三者の関係性が重要。

「自然な栽培」「自然の栽培」という意味ではない。「自然」と「栽培」は、あくまで別物で、

この相反するものをつなげるのが「栽培者」。この本来は相容れない者同士が寄り添う姿を目指す

のが自然栽培。

「害虫駆除的思想」ではなく、自然界から学ぶ。自然界には「害虫」はいない。人間が自分の都

合で害虫と呼んでいるだけ。すべての生きものがリレーションシップ（信頼関係、関連）を築いて

いる。バランスを崩したときにだけ、害虫と呼ばれる虫たちがはたらくように自然界はできている。

大量に虫が発生する原因は人間がつくっているのでは？

自然界と同じシステムは、実は私たちの体にもある。ケガをしたら体はそこを直そうとする。右

手と左手はケンカしない。ただ、ガン細胞は別。ガン細胞は増え続けて自分の住む母体を殺してし

まう。ひょっとしたら、地球にとって私たち人間はそのような存在かも。

■趣味
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平平平平葭葭葭葭 健健健健悦悦悦悦（たいよしけんえつ）

【プロフィール】・1973年新郷村生まれ。

・新郷村の自然栽培の田んぼと畑で農業に勤しむ。

・離農等で耕作されなくなった農地を借り受け、水田8ha、畑30ha

で無肥料・無農薬・無除草剤の自然栽培に取り組んでいる。

・栽培品目：お米、もち米、そば、小麦、大豆、小豆。

・好きな本「忘却の野に春を想う」 姜信子、山内明美 著（白水社）

・おすすめの本：「幼な子の聖戦」 木村友祐 著（集英社）



自自自自己己己己紹紹紹紹介介介介

青森市 薪ストーブプロショップ woodra

ck ウッドラック勤務

代表は 相馬壮 ２０１０年開業

所在地 青森県青森市浅虫坂本５１－９

業務内容は、薪ストーブ、ペレットストー

ブの販売、設置工事、メンテナンス、薪

の製造販売、

機械修理

青森県全域、秋田県北、岩手県北部まで

を営業範囲としています

八戸市出身 22年前に夫の転勤により青森

市に移住。 自宅を新築する際に、自分で大黒柱になる木を倒すという経験がきっかけで森林に興

味を持ち、専業主婦から木質燃料の世界に入りました。

エネルギー資源に乏しいといわれる日本で青森県の見え方がちょっと変わる薪の魅力についてお話

します。

薪薪薪薪のののの魅魅魅魅力力力力

青森県だからこそ！迷わず薪エネルギー

日日日日本本本本はははは歪歪歪歪んんんんだだだだ森森森森林林林林大大大大国国国国

日本は森林大国！国土の 2/3 は森林という世界有数の森林国です。

先進国の森林率ランキングでは１位フィンランド、２位スウェーデン、堂々の３位が日本です。

フィンランドは言わずと知れた林業大国です。林産物は、輸出額全体の 2 割を占めるフィンラン

ドの代表的な輸出産品です。

スウェーデンは小さい国であり，人口もそれ程はありません。

森林面積は日本と同じよう な面積ですが，内情は大きな違いがあります。

スウェーデンは世界有数の輸 出国であり，カナダ，米国についで第 3 位。

両国とも国土面積や森林率には大きな差はありませんが林業に関しては日本とは大きな差がありま

す。どこでこの差が大きくひらいたのでしょうか？

さて、そのヒントは薪に有ります。

もはやなじみが無い漢字だというくらい生活から遠のいた薪ですが、我が国日本でも、昭和３０年

代まで、住宅の暖房と給湯のほとんどは地元の山から出される薪や炭でした。

森林面積率ではさほど差がなかったフィンランドの薪生産量は日本の１０００倍！！
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国土全体の面積が東北 6 県と同じくらいのオーストリアでさえ、５８０倍の薪を生産しています。

世界では薪は過去の燃料ではなく、環境に負荷をかけない再生可能なバイオマス燃料として活用さ

れています。

日本の５８０倍の量薪を生産しているオーストリアの森林面積は日本の 1/6 程度で、日本同様に

山岳地が多く、日本ほど木材資源に恵まれているわけではありません。

しかし、限られた資源をフル活用し、国全体の総一次エネルギーの１４％を木質バイオマスで賄っ

ています。

驚驚驚驚異異異異ののののエエエエネネネネルルルルギギギギーーーー自自自自給給給給率率率率ノノノノルルルルウウウウェェェェーーーー

水力発電により国内電力の９５％を賄い、北海油田で算出された石油や天然ガスのほとんどは使わ

ずに輸出しているノルウェー。

一次エネルギー自給率が６８０％以上という驚異のエネルギー大国ノルウェーでさえ、日本の２６

０倍も薪を生産し、冬季間の暖房には今でも薪燃料が多く使われています。

（電気で熱を作るときは電力を多く消耗するので効率が悪いから。もちろん電気代も高くなります）

そして、ノルウェーのように極めてエネルギー資源が豊富な国においても薪燃料が生産され続ける

理由は、森林を有効活用することにより、持続可能な森林管理を永続的に行うこと がで きる から

です。

日日日日本本本本のののの薪薪薪薪生生生生産産産産量量量量のののの推推推推移移移移

薪は古来、煮炊きやふろ等に利用され生活に欠くことのできないエネルギー源でしたが、昭和３０

年代以降、石油やガスへの燃料転換等により利用が減少し、２００６年まで減少傾向が続きました。

里山林の多くは燃料や肥料（腐葉土）の採取場所として活用されていましたが、薪炭が利用されず

放置された結果、ナラ類が大径木化・高齢化し、ナラ枯れ病の原因となるカシナガキクイムシの繁

殖が増大し青森県でもかなり大きな問題となっています。

木を伐って薪燃料として使用し、伐採、更新することは健全な山の育成にも役立ちます。

奈良県の森林資源課では被害木を被害発生から早い段階で伐採、玉切、割材した薪はカシナガの繁

殖の抑制効果が大きいという研究報告もあります。

できるだけ近くの山の木を昭和３０年代以前のように薪として利用、再生のサイクルを作ることで、

地域の森林を守り地産地消エネルギーを生み出すことに繋がっていくと思います。
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我らが青森県。雪も多く厳しい寒さが長く続くので、1 年の半分は暖房器具を使用しています。

青森県は灯油燃料を利用する家が多く、年間平購入量は日本一。一人当たり 446.36L も灯油を

購入しています。脱炭素という言葉を持ってこられると肩身が狭いです。

一番購入量が少ない東京の人の 11 倍も灯油にお金を使っている青森県民。

化石燃料を使わない電気による暖房器具に切り替えれば問題解決できるでしょうか？

環境に良いクリーンなエネルギー救世主は原発なのだと思い込まされている方も多くいます。

オール電化住宅で一番電力を消費するのは暖房などの熱利用です。

エネルギー自給率がバケモノ並みのノルウェーだって暖房には薪燃料を日本の何倍も使っています。

見見見見渡渡渡渡せせせせばばばば森森森森林林林林だだだだららららけけけけのののの青青青青森森森森県県県県！！！！！！！！

青森県の森林面積率は６６％。青い森という名にふさわしい、森林資源に恵まれた地域です。紅葉

が美しい里山は過去に炭や薪をたくさん出していた広葉樹林です。

すぐ近くの山から出した薪燃料を購入すると、地域の誰かにお金を払うことになります。

灯油消費量日本一の青森県民が薪燃料に変えると、相当な量の薪燃料が売れることになります。

そして、支払われたお金は、すべて青森県内に収まるため、地域の経済の活性化にもつながります。

地元の木を薪にすることには工場も輸送タンカーも使いません。人の暮らしと、太陽と風が薪を作

ります。

環境に最も負荷をかけず、地域のすべての人がそれぞれに関わっていける、地産地消のエネルギー

です。

青森県にはエネルギー資源が既に売るほどあります。

原子力ではなく原始からある燃料を私は勧める仕事をしています。
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「「「「県県県県民民民民一一一一人人人人一一一一人人人人ががががよよよよくくくく考考考考ええええるるるる青青青青森森森森をををを創創創創りりりりたたたたいいいい」」」」

【法人化して新規就農者を育成】

会社の名刺で仕事をしてきたことから、会社名が

入った名刺を作りたいという軽い動機で法人化。そ

の後、青森県農業法人協会から勧誘があり入会。

非農家出身の若者で、農業に興味があるという若

者を従業員として採用し、数年研修させ、その後、

独立就農を支援する。独立就農後の元研修生はそれ

ぞれ活躍している。

【トマトジュースの加工を始める】

平成２３年に６次産業化に関する研修会に参加。

トマトジュースを作ってみたいと思い、七戸町の農

林課に相談したところ、農産物加工友の会への入会

を勧められ入会。

町の加工施設を利用してトマトジュースを製造し、そして、それを販売するために道の駅しちの

へ産直友の会に入会し販売開始。

道の駅しちのへの売り場を見た株式会社マエダのバイヤーから声が掛かり、出荷契約を交わし、

加工品や野菜を地場野菜コーナーで販売するようになる。

【関西よつ葉連絡会やマエダストアとの取引開始】

平成１８年に六ケ所村ラプソディーの映画が上映され、それに出ていたこともあり、関西よつ葉

連絡会から声が掛かり、９・１０月にトマトを出荷するようになる。その後、長芋も欲しいという

ことで、５～１２月まで長芋を出荷するようになる。

その頃の長芋の出荷は、形状の良い長芋は農協に出荷し、形状の良くない長芋やキズが付いた長

芋は洗って市場に出荷していた。１２月に送られてきた長芋の精算書を見て、あまりの製品率の低

さに驚いた。億単位で導入した長芋の洗浄機で折られているのではないかとの不信感が強くなり、

可能な限り農協に頼らず販売することを決意。

マエダストアで販売してみて、一本ものの値段が高い長芋が売れ残ることがわかり、傷のない大

きい長芋でもカットして１５０～２５０円の価格帯で販売するようになった。

親戚や知人も、キズの長芋は安い値段でしか販売できずに悩んでいたため、それを買い取って販売
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哘哘哘哘 清清清清悦悦悦悦（さそうせいえつ） 有限会社みちのく農産代表取締役

【プロフィール】・トヨタを辞めて帰郷・就農

・エンジンの設計の仕事をしたいと思い、トヨタ自動車に就職し、

希望した部署へ配属され、楽しい日々を過ごしていたが、

・「私の幸福論」（八戸高専３年生の時の夏休みの宿題）

について考え直しているうちに、帰郷して就農することを決意。

・生まれ故郷を離れて暮らし、農業以外の職業に従事してみて、

初めて、生まれ故郷と農業の魅力に気付く。

・自らの意思で退社・帰郷・就農したことに一番驚いたのは両親。



するようになった。

契約時は約３０店舗だったマエダストアも今は４２店舗まで拡大した。

月々の精算書や週１回の各店舗の売上状況のファックスや毎日送られて来る販売数と販売額や値引

き額がわかるメールの情報を元に、店舗毎に出荷する各野菜の個数をエクセルで計画し、売れ残り

や売り逃しがないように考えながら、日曜日以外は毎日何か野菜を出荷しているという状態まで持っ

て来ることができた。

マエダストアのバイヤーに、「家族あるいは一人で経営している農家は収穫してそのまま出荷す

るのがやっとで、そこから更に選別・袋詰め・値段貼り・納品するのは厳しい。しかも、１～２日

で売れる分だけの少量のものを家と店舗を往復するのに車の燃料代と人件費が掛かること考えると

採算が合わなくなる。しかし、当社がその農家の野菜を買い取って、当社の野菜と一緒に出荷でき

れば、その課題は解決できる。そのやり方を御社で認めることはできるか。」と尋ねたら、「いい

ですよ。」と即答してくれた。

手数料は売上の１８％で、出荷した翌朝にはマエダストアの全店舗の売り場に並べてもらえるマ

エダストアの物流システムを使った場合は、５％の手数料が上乗せされる。

小売価格に対する農家の収入は、全ての野菜を平均すると約５０％だそうだが、値引き販売の金

額を考慮しても約７５％の収入を得ることになる。

だからと言って儲かっている訳ではなく、親戚や知人の農家には他より高く買ってあげることが

でき、従業員には、最低賃金よりは少し高い給料を払えるレベルになったというだけである。

今年は、長芋、トマト、キャベツ、白菜、ブロッコリー、カリフラワー、ラディッシュ、小松菜

を生産・販売し、長芋、キャベツ、ピーマン、ナス、人参、リンゴを仕入れ販売した。売上を増や

すには、多品種・適量生産・適量販売が最適だと考えている。

七戸町がふるさと納税への取り組みを始めた最初の年に、トマトジュースや長芋を返礼品として

登録した。年末近くに注文が多く入るが、それ以外の月もコンスタントに注文が入るようになった。

【営農型太陽光発電で野菜と電気を生産】

平成２４年に自宅の屋根の６ｋｗの太陽光パネルを取り付けた。

青森県農民組合連合会でも、メガソーラーに取り組んだ。

その後、メガソーラーでは東北電力と契約するのが難しいということになり、５０ｋｗ未満で契

約でき、農地に設置できる営農型太陽光発電に取り組むことになった。

材料や工事代金を安くするためにある程度の規模が必要だとのことから、５０カ所を目標に場所

を選定したが、３０カ所位の農地で令和４年から事業を開始した。

パネルを高いところに間隔を空けて設

置しているので、積雪が多い年でも除雪

する必要がなく、雪の重さで壊れたパネ

ルは全くない。

営農型太陽光発電の課題は、農地に設

置するため、農業委員会の許可をもらう

必要があり、その際の条件は、一般の農

地での栽培による収量の８割以上を確保

することである。

毎年試行錯誤を繰り返し、今年はラディッ

シュを順調に収穫できた。

今後の課題は、後継者がいない高齢農

家の農地をどうやって耕作していくかと
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いうことであるが、私が従業員を増やして耕作できるようにするのが一番良い方法かなと考えてい

る。

【農家が減少し、一人暮らし世帯と空き家と耕作放棄地が増える農村】

七戸町の一世帯当たりの人数は２.０８人。ほぼ二人暮らしが一般的な状況。

６,７９３世帯のうち、６５歳以上の一人暮らしは１.８０７人で、大体、４世帯に１世帯が６５

歳以上の一人暮らしという状況。

町外に就職した先輩から耕作されていた水田を２カ所もらった。

令和３年に亡くなった叔父は子供がおらず、家２件と土地を私の父が相続した。

面倒を見て来た一人暮らしの男性からは家も土地も全部もらった。

もらったら得する訳ではなく、毎年その財産を維持するのに費用が掛かる。

売りに出したところで買う人がいない状況なので、離れて暮らしている子供は、相続放棄すると

いうケースが増えてくると思う。

その空き家を有効に活用するためにも、農業をやりたいと思っている人を見つけて住んでもらう

ことが最良だと考えている。

【タイミーのワーカーから就農】

昨年、派遣会社３社と契約した。タイミーが一番使い易かったため、忙しい時はその都度アルバ

イトを使った。タイミーは引き抜きオーケーということなので、２回目以降は直接やり取りをして

直接雇用した。タイミーのシステムを利用するとアルバイトへ支払う総支給額の３０％を利用料と

して支払う。そこで、直接雇用でよければ、募集に出している金額に１割上乗せして支払うという

条件で来てもらった。

これまでに８８人のワーカーに来てもらった。隙間時間を使ってアルバイトをしようというコン

セプトだけに、本業をしっかり持っていて、休日で予定がない時だけアルバイトするという人がほ

とんどだったが、中には、長期間継続して来られるという人もいた。

１回のみの人には簡単な作業しか与えられないが、継続して来られる人には難しい作業にも慣れ

てもらった。今年の７月からアルバイトに来ていた夫婦の夫の方が、正社員になって働きたいと言っ

たので、１０月から正社員として採用した。

今後も、タイミーでアルバイトをどんどん募集し、その中から正社員になりたいという人を探す

方法で社員を増やしていきたいと考えている。

その夫婦は三沢から通っているが、年内には叔父が残した近くの家に住まわせる予定。

【農業に興味・関心のある若者を農村に引き込む】

中学校の先生からの依頼で、トヨタ自動車を辞めて就農した話を中学生に今月話をした。

「若い時はやりたいと思ったことをやった方がいい。それが実現でき満足した時に、「自分がど

うであれば幸せだと感じるか」ということを改めて考えた。そして、自分が幸せに感じるためには

親も幸せであることが条件に入ってきたことに気付いた。

また、工場実習・工場応援を通じて、体を機械のように動かして働くことの大変さを体験したこ

とで、農作業が大変だとは思わなくなった。農業というのは、人間らしく働け、日々生育する作物

に癒されながら働ける魅力的な職業。農業の農の字は、「太陽を相手にする」という意味で、格好

いい職業だと思う。」という話をした。

「都会に住んで働いている人で、週末はお金と時間を掛けてリゾート地で過ごす人がいるが、私

は車の運転では渋滞に巻き込まれることもなく、国道に出るまで信号機に止められることもない

「哘」という治安が良く静かなリゾート地で毎日快適に暮らしているようなものだ。」とも話した。
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軽い動機で設立した農業法人ではあるが、今は、農村で静かに快適に暮らしたいと望む人の生活を

支えるための収入を確実に得る手段として強くしていきたいと思っている。

今回の衆院選で、私が一番嫌いな自民党の国会議員が減ったことは喜ばしいことだった。

食料がなくなればミサイルで攻撃される前に餓死してしまうということもわからない国会議員は

減って欲しいというよりも、一人も当選しないで欲しい。質の悪い国家議員によって続けられてき

た経済政策と農業政策下で、日本の農家はよく頑張ってきたと思う。

国会議員の質が高まり、まともな政策が実施されるようになれば、日本の農業は今よりは良くな

ると思う。

私は、「県民一人一人がよく考える青森を創りたい」、そして、「よく考える青森県民から選挙

で選ばれた議員はやはり優秀だ！という青森を創りたい」、それによって、「どこの農村も農業で

静かに快適に暮らしている人がいるという青森を創りたい」
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【生生生生活活活活ククククララララブブブブ生生生生協協協協ととととはははは】

1965年 「生活クラブ」結成。牛乳の共同購入はじめる

1972年 平田牧場と日本初の無添加ポークウインナー開発に取り組む

1979年 日本の生協で初めての直営牛乳工場が千葉に完成。

1986年 チェルノブイリ原発事故。放射能の基準を国の1／10設定し、お茶を出荷停止に

組合員どうしの助け合い「エッコロ共済」発足

1993年 びんを再使用する「グリーンシステム」スタート

1997年 遺伝子組み換え作物・食品（GMO）の不使用原則を確認。

1999年 容器包材の環境ホルモン対策を進める

2000年 「遺伝子組み換え作物・食品の規制を求める国会請願署名」、第150国会が採択

2001年 北海道で「市民風車（風力による市民共同発電所）」第1号が完成

2002年 農薬削減のために独自の残留農薬検査を実施。容器包装リサイクル法改正運動

2004年 国産鶏種はりまの導入
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棟棟棟棟方方方方千千千千恵恵恵恵子子子子（むなかたちえこ）生活クラブ生活協同組合 理事長

【自己紹介】 ＊生活クラブ生協との出会い⇒千葉市在住の時、ママ友宅で頂いた牛乳。

＊生活クラブ生協への加入⇒引越し先の青森市で、ポストに投函された

チラシで青森にも生活クラブ生協があることを知って。

＊加入後⇒家族の健康を考え安全な食材に関心があったため、

組合員が主催する料理会や学習会に参加。

可能な範囲で組合員活動にも参加。

＊現在⇒子育てが少し楽になった頃から理事として活動。

皆が安心して笑顔で暮らせる社会を作りたいという思いで活動を続けている。



2005年 国産採卵鶏種の育種改良共同研究がスタート。「GM自生ナタネ監視活動」を実施

2007年「六ヶ所再処理工場」に反対し、放射能汚染を阻止する運動をスタート

2008年 生産への労働参画プロジェクト「夢都里路（ゆとりろ）くらぶ」発足

2011年 3.11東日本大震災、支援活動始まる。9月より、全品目の放射能検査始まる。

2012年 秋田県にかほ市に生活クラブ風車建設

2012年 放射能自主基準の正式運用開始。飯能デリバリーセンターで太陽光発電を開始

2013年「放射能汚染に立ち向かう生産者を支援するための基金」の設立

生活クラブ共済「ハグくみ」スタート（生活クラブ共済連）

2014年 環境にやさしい電気の共同購入をめざし（株）生活クラブエナジーを設立

2016年 自然エネルギーによる電気の共同購入開始

2020年「生活クラブ2030行動宣言」を決議。気候危機宣言を発表

2022年「つながるローカルSDGs」をテーマにしたしくみづくりをスタート

原原原原発発発発ののののなななないいいい、、、、循循循循環環環環型型型型社社社社会会会会ををををつつつつくくくくるるるる

生生生生活活活活ククククララララブブブブででででんんんんききききのののの基基基基本本本本はははは、、、、「「「「へへへへららららすすすす」」」」 「「「「つつつつくくくくるるるる」」」」 「「「「つつつつかかかかうううう」」」」

【【【【生生生生活活活活ククククララララブブブブ生生生生協協協協青青青青森森森森】

＜みんなで出資＞＜みんなで利用＞＜みんなで運営＞を基本に、1997年11月に設立。

生活クラブグループの仲間とともに、安心安全な社会を未来の子ども達につなげていきたいという

思いで、食や環境問題への取組み、非遺伝子組み換え運動、脱原発運動、たすけあいの仲間づくり

活動などに取り組んできた。

必必必必要要要要ののののなななないいいいもももものののの、、、、疑疑疑疑わわわわししししききききももももののののはははは使使使使わわわわなななないいいい

何何何何をををを残残残残しししし、、、、何何何何をををを引引引引きききき継継継継いいいいででででいいいいききききたたたたいいいいののののかかかか

一一一一人人人人のののの力力力力はははは小小小小ささささくくくくとととともももも大大大大勢勢勢勢がががが集集集集ままままるるるるここここととととでででで大大大大ききききなななな力力力力ととととななななるるるる

♥♥♥♥良良良良きききき青青青青森森森森をををを未未未未来来来来のののの子子子子どどどどもももも達達達達にににに手手手手渡渡渡渡すすすすののののはははは私私私私ががががどどどどうううう動動動動くくくくかかかかでででで決決決決ままままるるるる♥♥♥♥
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【【【【参参参参考考考考資資資資料料料料】】】】

青青青青森森森森県県県県のののの核核核核ののののゴゴゴゴミミミミ現現現現状状状状とととと考考考考察察察察

青森県議会議員 鹿内 博

（１）はじめに

県内の放射性廃棄物の埋設、保管等の現状及び最終処分場の現状等をとりまとめ（図１から６）

考察を述べる。

（２）考察

① 放射性廃棄物は（図６）のように数多くありながら、最終処分場は、原発立地地域から拒否さ

れ、唯一青森県にある「低レベル放射性廃棄物埋設センター」（図５）だけで「トイレなきマン

ション問題」は解決せず、原発、核燃料サイクル推進は止めるべき。

② その低レベルセンターに、１９８４年７月に電気事業連合会が県に示した資料に記載（図２）

されている原発廃止措置等で発生する廃棄物の処分を認めることになれば、（図５）で示した余

裕深度処分場と言う新たな処分場建設となり、容認できない。

③ 高レベル放射性廃棄物最終処分地を確保できず、本県との一時貯蔵期間（３０年から５０年）

の約束も守れないのに、今後海外からの返還高・低レベルの受入（図２）や六ヶ所再処理工場の

本格操業を容認すれば、貯蔵量が増えることになり、貯蔵期間が延長され、長期貯蔵と実質最終

処分場化につながり、容認できない。〔返還低レベルは、高レベルと同様の地層処分される計画

（図２）である〕

④ 今後、国のエネルギー基本計画等で全量再処理、核燃料サイクル政策が見直され、使用済核燃

料を高レベルと同様に地層処分（直接処分）されることになると、本県に使用済核燃料が最も多

く貯蔵（図３）されることになり、高レベルと同様に本県での長期貯蔵と実質最終処分場化につ

ながることから、使用済核燃料の搬入貯蔵及び発生させる原発の稼働は容認できない。

⑤ 国と事業者の高レベル一時貯蔵期間の約束を果たそうとする対応は消極的で、むつ中間貯蔵

施設の共用化を公表したり、第二再処理工場計画も口約束だけで国と事業者の説明や計画は実現

できず、信頼できない。

⑥ 上記の状況であるにも関わらず、この度電気事業連合会が、今後フランスから返還される計画

（図２）の低レベルを高レベルに置き換える計画を県に申し入れたことは、県民を無視するような

進め方で容認できない。

このような状況を招いた最大の原因は、これまで県が国や事業者の計画と説明を安易に受け入

れたことにあり、今後は県民参加による県独自の検討と意思決定が行われることが必要である。

⑦ 最終処分場計画が進まない中で、国と事業者は「一時」または「中間」あるいは「そのうち再

処理」などの名称と形を変えて、全ての核のゴミを本県に集積し、青森県を核のゴミ捨て場にし

ようと画策していることに「ノー」との声を広げ、子どもや若者に負の遺産を残さないための運

動を展開する必要がある。
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（３）県内の主な放射性廃棄物の埋設、保管等の現状

① 現状

（ 図 １）
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② 上記以外の計画等

③ 将来、核のゴミとなる可能性のある核物質等（図３）

（ア）県内原子力施設廃止措置で発生する放射性廃棄物

（イ）六ヶ所再処理工場及びむつ中間貯蔵施設の再処理されない使用済核燃料

（ウ）東通原発の再処理されない使用済核燃料

（エ）大間原発の再処理されない使用済MOX燃料

（注）上記廃棄物で使用済核燃料はプルトニウム利用が進まない時は、核のゴミになる可能性は高

く、（ア）の最終処分場同様に処分場は未定。

④ 利用計画が不透明で、利用されない時は、その処理・処分が問題となる核物質（図４）

（ア）再処理工場で発生するプルトニウム製品とウラン製品で、利活用されない核物質

（イ）ウラン濃縮工場で発生する劣化ウランでMOX加工工場等で利活用されない核物質
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⑤ 最終処分場の現状と計画

（図 ５）

〈参考〉放射性廃棄物について
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メ モ

48



49

核核核核もももも戦戦戦戦争争争争ももももなななないいいい社社社社会会会会をををを！

青森県平和推進労働組合会議 議長 阿部 一久

東青地方本部 津軽地方本部 上十三下北地方本部 三八地方本部

青森県青森市本町3丁目3-11 017-775-2401

「「「「人人人人間間間間ららららししししくくくく生生生生きききき働働働働くくくくたたたためめめめ団団団団結結結結ししししててててががががんんんんばばばばろろろろうううう」」」」

青森県労働組合総連合

議 長 奥村 榮

〒030-0852 青森県青森市大字大野字若宮１６５－１９

017-762-6234（平日 9:00~16:00）

核核核核燃燃燃燃ササササイイイイククククルルルル阻阻阻阻止止止止１１１１万万万万人人人人訴訴訴訴訟訟訟訟原原原原告告告告団団団団

代表（弁護士）浅石紘爾

青森県八戸市根城9-19-9

TEL・FAX 0178-47-2321

Eﾒｰﾙ・1man-genkoku@mwe.biglobe.ne.jp

https://1mangenkoku.org/

予予予予 告告告告

本本本本州州州州最最最最北北北北端端端端のののの反反反反核核核核ロロロロッッッッククククフフフフェェェェスススス 大大大大MMMMAAAAGGGGRRRROOOOCCCCKKKK VVVVoooollll....11117777

2025年7月26日（土）～27日（日）

11117777回回回回大大大大間間間間原原原原発発発発反反反反対対対対現現現現地地地地集集集集会会会会

2025年7月27日（日）

大MAGROCK／大間原発反対現地集会実行委員会

原発も核燃もない青森を

青森市議会議員

小小小小熊熊熊熊 ひひひひとととと美美美美

多くの方々のご協力、ご支援により

「核ゴミいらない青森フォーラム」を

開催することができます。

ありがとうございます。

核核核核燃燃燃燃料料料料廃廃廃廃棄棄棄棄物物物物搬搬搬搬入入入入阻阻阻阻止止止止実実実実行行行行委委委委員員員員会会会会

代 表 古村 一雄

青森市花園１ー７－１４

中道方 070-5477-4296

次回の裁判

１２月２０日（金）

午後２時～

是非 傍聴してください。
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